




















 国内の 21 病院に勤務する看護職者 996 名を対象に
2012 年 2 月～10 月に実施した質問紙調査について、
外来を除く小児科系・外科系・内科系に勤務する群を
各々抽出し、感情労働尺度・日本版 GHQ精神健康調査
票 28 項目版（以下 GHQ28）・日本語版バーンアウト
尺度（以下バーンアウト尺度）の測定、および、過去

































去 1ヶ月以上 1 年以内では、全ての被暴力体験におい
て小児科系群が他の 2 群に比べ頻度が少なかった。 
Ⅳ 考察 
 3群に対する尺度の分析結果により、小児科系群で
は内科系群・外科系群に比べ、患者へのネガティブな
感情表出がより少なく、共感・ポジティブな感情表出
がより多く行われていること、その感情管理の差異は
バーンアウトや心理的な健康度の差異として直接的
に現れないことが示唆された。小児看護ではその特性
上、成人を看護する場合にも増してことばによらない
思いを含めて患者のおかれた状況を汲みとり、小児に
安心・理解される表現を選択する感情規制が必要とさ
れるが、それが反映された結果といえる。しかし、こ
の差異がバーンアウト尺度・GHQ28の結果に反映され
なかったのは意外な結果であった。患者・その家族か
らの被暴力体験の頻度が他の 2 群に比べ少なかった
ことが、小児科系群の感情労働における感情管理やス
トレス反応にプラスに影響した可能性が考えられる。 
感情労働はバーンアウトやストレス反応と関連が
深いとされているが 1）2）、小児・その家族を看護の対
象とした職務状況や特性、被暴力体験、他の関連要因
が複雑に影響していると考えられる。今後はそれらの
関連要因についても検討していく必要がある。 
Ⅴ 結論 
 小児看護に従事する看護職者は、患者へのネガティ
ブな感情表出や共感・ポジティブな感情表出をより行
っているが、その差異はバーンアウトや心理的健康度
の差異として直接的に反映されていないため、今後は
他の関連要因も併せて検討していく必要がある。 
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